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星空ガイド ８月１６日～９月１５日

※惑星は２０２２年９月１日の位置です。

よいの星空
８月１６日２２時頃

９月 １日２１時頃

１５日２０時頃

あけの星空
８月１６日 ４時頃

９月 １日 ３時頃

１５日 ２時頃

［太陽と月の出入り（大阪）］

月 日 曜 日の出 日の入 月の出 月の入 月齢

８ １６ 火 ５：１８ １８：４５ ２１：２７ ９：３１ １８.４

２１ 日 ５：２２ １８：３９ --：-- １４：３５ ２３.４

２６ 金 ５：２６ １８：３３ ３：５７ １８：１７ ２８.４

９ １ 木 ５：３０ １８：２５ １０：０２ ２１：０５ ４.８

６ 火 ５：３４ １８：１８ １５：３７ ０：０８ ９.８

１１ 日 ５：３７ １８：１１ １８：５７ ６：０５ １４.８

１５ 木 ５：４０ １８：０５ ２０：５５ １０：２３ １８.８
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土星が観察好機

８月１５日に土星が衝を迎え、観察の好機になって

います。「衝」というのは、地球から見て太陽と惑星が

反対の方向（経度差１８０°）となる位置関係のことで

す。「土星が衝」ということは、太陽と地球と土星がこの

順番で一直線に並ぶ位置関係です（地球の軌道面と

土星の軌道面は一致しないので、三次元的には一直

線ではないです）。地球から見て太陽と土星が反対方

向にあるので、土星はほぼ一晩中地平線上にあって

観察が可能です。また、地球と土星の距離が近くなる

タイミングでもあるので、その意味でも観察の好機で

す。

土星を望遠鏡で観察すると、真っ先に目につくのが

土星の環です。今年の土星は、環の角度が浅くなって

きており、シャープな印象の土星の環が見えます。今

は、毎年少しずつ土星の環を見込む角度が浅くなって

いくタイミングにあたっていて、２０２５年３月には土星の

環が見えなくなります。地球から見た土星の環の角度

は、毎年少しずつ変化します。右の図は、今年と将来

の土星の衝の日の見え方を比較した図です。土星の

衝はほぼ１年ごとに起こりますが、スペースの都合で２

年おき程度で日を選んでいます。

地球から土星の環を見込む角度が浅くなると、カッ

シーニのすき間などの環の模様が観察しにくくなります。

飯山 青海（科学館学芸員）

［こよみと天文現象］

月 日 曜 主な天文現象など

８ １８ 木 小惑星４番ベスタが接近（５.８等）

１９ 金 下弦（１４時）

月と火星がならぶ２０ 土

２３ 火 処暑（太陽黄経１５０°）/小惑星４

番ベスタが衝/月が最近

（４０５,４１８ｋｍ）

２６ 金 明空の低空に月と金星がならぶ

２７ 土 ●新月（１７時）

２８ 日 水星が東方最大離角

２９ 月 夕空の月に水星がならぶ

月 日 曜 主な天文現象など

９ １ 木 二百十日

３ 土 月とアンタレスがならぶ

４ 日 上弦（３時）

８ 木 白露（太陽黄径１６５°）/小惑星３

番ジュノーが衝/月と土星がならぶ/

月が最近（３６４,４９２ｋｍ）

１０ 土 ○満月（１９時）/中秋の名月

１１ 日 月が木星に接近

１５ 木 月とすばるがならぶ

この図は株式会社アストロ
アーツのステラナビゲータ１０
を使用して製作しました

この図は株式会社アストロ
アーツのステラナビゲータ１０
を使用して製作しました
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１９３７年のプラネタリウム生解説

図１．開館時の電気科学館のプラネタリウム図１．開館時の電気科学館のプラネタリウム

嘉数 次人

１．日本のプラネタリウム史は８５年。生解説の歴史も８５年。

日本でプラネタリウムが登場した

のは今から８５年前の１９３７（昭和

１２）年３月にオープンした、大阪

市立電気科学館に設置された

カール・ツアイスⅡ型投影機が最

初です。照明を落とした直径１８

メートルのドーム天井に映し出され

た本物さながらの星空を見た多く

の人々は、その美しさ、精密さに魅

了されました。それ以来、現在で

は国内に数多くのプラネタリウム施

設が作られ、私たちにとって身近

な存在となっています。

プラネタリウムで忘れてはならな

いのが、映し出された星空の下でお話をする解説スタッフの存在です。現在の様な

自動演出がなかった時代ですから、当時の投影はすべてスタッフがライブでお話を

する「生解説」スタイルでした。そして、現在においても、全国のプラネタリウムで生解

説を取り入れたスタイルの投影が盛んに行われています。

ところで、プラネタリウム投影の演出方法で、よく目にするパターンとしては（大同小

異はありますが）、

①夕方の日の入りの演出

②投影当日の夜の星空解説

③一つのテーマをクローズアップして解説

④翌日の明け方の星空解説と日の出の演出

というものでしょう。このなかでも、特に③は「テーマ解説」、「特集テーマ」などと呼ば

れ、一カ月または数カ月ごとに話題を変えていきます。現在では、テーマ解説の部分

はプログラム化されたコンテンツを流すパターンも多く、私たちの大阪市立科学館で

も取り入れています。

では、このような①～④の一連の演出手法はいつ頃誕生したのでしょうか。答え

は、何と電気科学館がオープンした１９３７年なのです。

Ｈｉｓｔｏｒｙ ｏｆ Ｐｌａｎｅｔａｒｉｕｍ
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図２．『大大阪』 昭和１２年５月号の
表紙
図２．『大大阪』 昭和１２年５月号の
表紙

２．電気科学館オープン当初の解説

電気科学館がオープンした当初のプラネタリ

ウム演出と解説はどのようなものだったのでしょ

うか。筆者は当時のことを知りたいと思っていま

した。そんな中、大阪都市協会発行の雑誌『大

大阪』の昭和１２年５月号に掲載された「電気

科学館マンガ訪問」という訪問レポート記事を

見つけました。記事の著者が電気科学館を訪

問した時の体験記を、イラストを交えて紹介し

た楽しい記事です。訪問日時は不明ですが、

恐らくオープンから１カ月以内のことと思われま

す。この記事に、プラネタリウムの演出の流れが

簡単に紹介されていたのです。

記事は、著者がドームに入るところから始ま

り、まず「天象館に一歩足を踏み入れると、和

やかな照明の投げられたドウム一ぱいに心地よ

きメロデイが流れて、…やがてコブだらけの怪物

が動き出すと、ドウムは次第次第に夕暮れてい

って、…地平線に太陽が没するとまず宵の明星が輝き、続いて無数の星が銀の砂を

まいた様に輝きだす」とあります。その後は、夕方から明け方までの星空解説があり、

さらに太陽の年周運動を見せながら四季の変化の解説、月の運動と満ち欠け、北極

で見た星空、赤道直下の星空の解説へと続きます。そして最後は、「四十分の興味

深い説明が終るとさわやかな音楽の伴奏で暁の明星輝く夜明」となって投影終了

です。

この記事から、投影は夕方の日の入りのシーンの演出から始まり、翌朝の日の出

の演出で終わるというスタイルが既に登場していたことがわかります。ただ、電気科学

館を運営する大阪市電気局の社内報など他の記事を見ていると、太陽は出さずに、

単に室内照明の調節だけで夕暮れを演出するパターンもあったようです。

一方、オープン当初は「テーマ解説」が無く、太陽や月の公転による運動や、北極

や南半球で見た星空の紹介という、いわばプラネタリウムの機能をふんだんに使っ

た、かなり密度の高い演出をしています。これは、プラネタリウムのお披露目として、

機能アピールの意図もあったのではないかと想像できます。

機能アピールの意図は他の資料からも窺うことが可能です。大阪市電気局の社内

報『サービス』によると、開館直後においては、投影が始まる前のドーム内で電気科

学館とプラネタリウムの紹介が行われており、「…これは非常に高価な物でありまし

て、私共の方では四十六万円かけているのであります。果たしてそれだけの効果があ

Ｔｓｕｇｕｔｏ Ｋａｚｕ
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図３．電気科学館で毎月配布されたプラネ
タリウムのパンフレット。昭和１４年３月発
行分。この月のテーマは「春の星座と曙に
集う遊星」でした。

図３．電気科学館で毎月配布されたプラネ
タリウムのパンフレット。昭和１４年３月発
行分。この月のテーマは「春の星座と曙に
集う遊星」でした。

るかどうか、これから五十分間にわたって、実演・ご説明申し上げますうちにご諒解が

願える事と存じますが、この機械の持つ性能としましては、まずこの人工的に作った

大空に、天体の変化、運動の千変万化を如実に映し出すというものであります」と述

べられていることから、まずはお披露目的な演出を意図したことが想像できます。

そのほか、プラネタリウムと言えば、夕方の日の入りと、明け方の日の出時に

ＢＧＭとして音楽が流される演出を思い浮かべる方も多いかと思います。現在、多く

のプラネタリウム施設で用いられているこの演出も、最初に登場した正確な時期は不

明です。しかし、先に紹介した『大大阪』の記事から推測すると、やはり開館当初から

ほぼそれに近いスタイルが用いられていたと考えられます。

３．「テーマ解説」のはじまり

電気科学館のプラネタリウムでは、４５～５０分間の投影の中で、それぞれの時期

に見える星空の解説に加えて、月ごとにひとつのテーマを決めて詳しく解説する

「テーマ解説」を行っていました。例えば、戦後の１９６８（昭和４３）年９月のテーマは

「一万年後の星空」、同じく１０月は「名月の皆既月食」でした。

記録に見られる最初のテーマ解説は、

開館半年後の１９３７（昭和１２）年９月か

らで、９月は「黄道光の話及び捕鯨活躍

の南氷洋の１日」、１０月は「宇宙の構造

及び秋の星座」でした。

テーマ解説をはじめた意図は、１９３９

（昭和１４）年に発行された「天象儀の話」

という来館者向けパンフレットに「プラネタリ

ウムの演出話題は極めて多数により、到

底これを一時に観覧せしめることは困難で

ある。従って本館においては、毎月話題を

順次繰り替え、一年間にはこれが一巡し、

以って一般宇宙に関する大体の常識が

得られることになる」と書かれています。

このテーマ解説という方式は、解説者と

してはテーマを絞ることで一つの話題をじ

っくり紹介できるメリットがあり、また観覧者

としては飽きずにリピーターとして楽しむこ

とができるメリットがあるなど、プラネタリウ

ムを長期間楽しむことができるアイデアだ

と思います。

Ｈｉｓｔｏｒｙ ｏｆ Ｐｌａｎｅｔａｒｉｕｍ
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図４．電気科学館のプラネタリウムのパンフレット
「天象儀の話」。昭和１４年発行。プラネタリウムの
概要を解説したあと、月ごとのテーマ解説の説明
があります。

図４．電気科学館のプラネタリウムのパンフレット
「天象儀の話」。昭和１４年発行。プラネタリウムの
概要を解説したあと、月ごとのテーマ解説の説明
があります。

４．「テーマ解説」の広がり

テ ー マ 解 説 は、１９３８（昭 和

１３）年に国内で２番目のプラネタリ

ウム施設としてオープンした東京

有楽町の「東日天文館」でも採用

されました。同館のパンフレットにも

「天象儀の働きは千変万化であ

り、一時にその全機能を発揮させ

るのには多大の時間を要しまして

実際上不可能であります。それで

毎月適宜な話題を拾い、それを中

心にして話を進めていかざるを得

ません」と、先述の電気科学館の

パンフレットとほぼ同じ趣旨の説明

が見られます。これは、東日天文

館の開館にあたって電気科学館も

協力し、スタッフを派遣してアドバイ

スを行っていることが影響している

と思われます。

このように、現在でも広く使われ

ているプラネタリウムの演出方法の

原型は、電気科学館のオープンか

ら間もない時期に生まれていたこ

とは驚きです。どれも観覧者に楽し

く、長期間楽しんでもらえるように

工夫されたものであることから、現

在まで長く親しまれているのではな

いでしょうか。その他にも、電気科

学館では、来館者向けに配布された月ごとのプラネタリウムのパンフレットや、「星の

劇場・プラネタリウム」というキャッチフレーズも戦前から登場していて、当時の人々の

工夫が窺えます。

来年（２０２３）年は、光学式プラネタリウムが発明されて１００周年。それにちなん

で、各所でプラネタリウム史の研究が始まっています。その中で、現在では忘れ去ら

れた事柄が再発見されるかもしれません。今後の研究の進展が楽しみです。

嘉数 次人（科学館学芸員）
注：資料の引用にあたっては、旧字、旧かなを現代表記に改め、また一部句読点を加えています。

Ｔｓｕｇｕｔｏ Ｋａｚｕ
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１９３０年代の家電って、どんなの？

嘉数 次人

１．きっかけは大阪中之島美術館

今年の４月９日から７月３日まで、科学館のお隣にある大阪中之島美術館の特別

展「みんなのまち 大阪の肖像」第一期に、科学館から大阪市電気局と電気科学館

関係のポスターを８点出品していました。ポスターは、いずれも１９３３（昭和８）～

１９４３（昭和１８）年に製作されたもので、図１はその中の一枚です。レトロモダンなデ

ザインが目を引きますが、よく見ていくと、「大阪市電気局って何？」、「市電の店って

何？」、「家電製品を販売し

ているの？」といった疑問がい

くつか浮かびます。

この中で、大阪市電気局と

いうのは、かつて大阪市に設

置されていた部局の一つで、

路面電車や地下鉄などの交

通事業に加えて、家庭や事

業者への電気供給事業も行

っていました。そして、電気に

関するサービスセンターとして

設けられたのが「市電の店」

です。さらに１９３７（昭和１２）

年に開館した大阪市立電気

科学館も、電気知識の普及

のために電気局が作った施設でした。

科学館には、ポスター以外にもカタログ誌「市電の店ニュース」など当時の電気局

の資料がいくつか伝わっていて、１９３０年代の家電製品の様子を窺うことができま

す。ここでは、それらの資料を通して、当時の家電製品を見てみましょう。

２．大阪市電気局

大阪市電気局は、１９２３（大正１２）年から１９４６（昭和２１）年まで存在した大阪

市の一部局です。大阪市では、１９０３（明治３６）年に市電の運行を開始し、その後

電車を動かすための電力を供給する発電所も設置しました。そして、余剰電力の販

売や、インフラとしての電気事業の市営化の議論等を経て、１９２３年に民間の大阪

図１．大阪市電気局「市電の店」の電気ストーブ宣伝
ポスター。１９３５年頃。
図１．大阪市電気局「市電の店」の電気ストーブ宣伝
ポスター。１９３５年頃。
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電灯株式会社を買収し、本格的に配電事業に参入したのでした。その際、電気局が

設置され、電力供給業者から買った電気に加えて自前の発電所で作った電気を、

大阪市域を中心に家庭や事業所などに供給しています。１９３２（昭和７）年度の統

計によると、年間の総消費電力は約１億３,８００万Ｋｗｈ、電灯需要家数が約５１万

軒、電熱需要家数は約５万軒とあります。

３．市電の店

当時、大阪市内で電気供給を行う事業者は複数ありました。そのため、電気局は

電気需要の拡大、供給シェア拡大に向けて、広報活動や営業所、ショールームの設

置など、様々な活動を行っており、その一環として設置されたのが「市電の店」です。

「市電の店」は電気製品の販売のほか、契約や工事等の相談窓口も持ったサービ

スセンターで、１９３１（昭和６）年に九条にある電気局庁舎の１階でオープンし、

１９３７年には開館した電気科学館の１階にも設置されました。図２は電気科学館の

店内の様子ですが、現在の家電量販店のように数多くの製品が陳列されています。

冷蔵庫や掃除機といった当時まだ高価で珍しかった製品も見られ、店中を見て回る

だけでも楽しかったことと思います。

４．「市電の店ニュース」で見る１９３０年代の家電製品

市電の店では「市電の店ニュース」という冊子を発行していました（図３）。これは店

内で販売していた様々な家電製品が紹介する、いわゆるカタログ冊子で、科学館に

は１９３１年から１９３５年に発行されたものが残っています。これを今の視点から見ると

図２（左）：電気科学館１階にオープンした市電の店。
図３（右）：電気局発行の「市電の店ニュース」第一号の表紙。１９３１年発行。

Ｔｓｕｇｕｔｏ Ｋａｚｕ
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１９３０年代の電気製品の様子がよくわかる資料としての価値もあります。

中身を見ていくと、当時の家電製品の種類がとても多いことに気づきます。照明器

具や扇風機、ラジオに加え、電気七輪などの調理器具、ストーブ、電気アイロン、さら

には冷蔵庫や洗濯機、掃除機、アイスクリームメーカーまであり、想像以上に豊富で

す（図４、５）。また、冊子に掲載されている製品には、国産品もたくさんあることから、

国産家電の発売開始時期を調べてみると、なんと、１９３０（昭和５）年頃までには、

現在でもおなじみの家電製品の多くが登場していたことがわかります（表１）。

その一方で、１９３０年代におい

て家電製品は高価でした。「市

電の店ニュース」にある１９３３

年頃の中心価格帯は、電気ア

イロンが２～６円、扇風機・ラジ

オ が２５～４０円、洗 濯 機 が

１５０～２００円、冷蔵庫が５００

～１,５００円です。また全国にお

ける家電普及状況については、

１９３７年７月当時の統計があり

図４（左）：扇風機の宣伝。「市電の店ニュース」第２４号（１９３３年）。
図５（右）：電気冷蔵庫の宣伝。「市電の店ニュース」第３２号（１９３４年）。

製品 発売

電球、照明器具 １８９０（明治２３）年

扇風機 １８９４（明治２７）年

電気ストーブ、アイロン １９１５（大正４）年

炊飯電熱釜 １９２１（大正１０）年

ラジオ １９２７（昭和２）年

洗濯機、冷蔵庫 １９３０（昭和５）年

真空掃除機 １９３１（昭和６）年

表１：国産家電製品の発売開始年 （注１）表１：国産家電製品の発売開始年 （注１）

Ｈｏｕｓｅｈｏｌｄ ａｐｐｌｉａｎｃｅｓ ｉｎ １９３０’ｓ
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（表２）、例えば掃除機や洗濯機は全国で

１万台にも満たず、一般家庭にはほとんど

普及していなかったのが実情です。

そのような中、ラジオ受信機は１９３６年

の世帯普及率が約２０％で、当時としては

比較的普及が進んでいた家電だそうで

す。電気局によると市電の店でのラジオ販

売台数は、１９３７年４月が５４点、６月が

４０点、８月は７３１点とあります。８月の売

り上げが多いのは、甲子園の夏の野球大会（当時は全国中等学校優勝野球大会で

した）のラジオ中継を聞くための需要が大きいとの事です。そこで、夏季に発行された

「市電の店ニュース」のラジオの広告を見ると、「甲子園の野球大會始まる」（図６）、

「ラジオの買い時、野球放送始まる」

といったキャッチコピーが見られ、市

電の店やメーカーによる販売戦略が

垣間見えます。

このように、「市電の店ニュース」

は、１９３０年代の家電製品の種類や

値段、技術的、産業的な様子がわ

かる良い資料になっています。また、

「便利」、「衛生的」といった言葉が並

ぶ宣伝文や、人物モデルを起用して

製品イメージを引き立てようと意図し

た写真などは、マーケティング史やデ

ザイン史の観点から見ても興味深い

資料ではないかと思います。

なお、１９４２（昭和１７）年３月には

国の電力管理により大阪市の配電

事業は終了し、それに伴い「市電の

店」も営業を終了しました。

嘉数 次人（科学館学芸員）
【注】

１：家庭電気機器変遷史編集委員会編『家庭電気機器変遷史』１９９９年、社団法

人家庭電気文化会、による。

２：前島正裕「電力技術の発達から見た我国の家庭電化に関する一考察」、『国立

科学博物館研究報告 Ｅ類』第１６巻、２５‐３４ページ。

電気アイロン ３,１３１,０００

電気時計 ４１８,０００

電気冷蔵庫 １２,２１５

真空掃除機 ６,６１０

電気洗濯機 ３,１９７

ルームクーラー ２９０

表２：１９３７年７月の全国における家庭
用電気機器の普及台数 （注２）

表２：１９３７年７月の全国における家庭
用電気機器の普及台数 （注２）

図６：１９３３年８月の「市電の店ニュース」
第２６号にある松下電器のラジオの宣伝。
図６：１９３３年８月の「市電の店ニュース」
第２６号にある松下電器のラジオの宣伝。

Ｔｓｕｇｕｔｏ Ｋａｚｕ
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フィボナッチ数列
窮理の部屋１９１

図１．辺の長さがフィボナッチ数列の正方形図１．辺の長さがフィボナッチ数列の正方形

フィボナッチ数列とは、１，１，２，３，５，８，１３，２１，３４，５５，８９，１４４，２３３，

３７７，６１０，９８７，１５９７，２５８４，４１８１，６７６５，１０９４６…という数の並びです。

この数の並びにどんな法則があるかわかるでしょうか？よく見ると、１＋１＝２、１＋２＝３、

２＋３＝５、３＋５＝８、５＋８＝１３、８＋１３＝２１、１３＋２１＝３４…と、隣り合わせ

の２つの数を足し算した数が、次の数になっています。

イタリアの数学者レオナルド・フィボナッチが、ウサギのつがいがこのように増えてい

くと考えたことから、この数の並びはフィボナッチ数列と呼ばれています。

フィボナッチ数列を幾何学

的に表わすのに、図１のよう

に正方形を螺旋状に並べる

ことがあります。前の２つの数

の和が次の数になるのですか

ら、辺の長さだけに注目すれ

ば、一辺の長さがフィボナッチ

数列になっている正方形をこ

のように並べることができるこ

とがわかります。

今年２月～５月に開催した

企画展「色と形のふしぎ」では、松ぼっくりやサボテンが展示されていました。というの

も、松ぼっくりにはウロコのような鱗片（りんぺん）というものがらせん状に並んでいます

が、この並びがフィボナッチ数列と関係しているのです。時計回りに外へ広がるらせん

とみると、鱗片の並びは８列あります。ところが反時計回りに外へ広がるらせんとみる

と、鱗片の並びは１３列あるのです。

図２．松ぼっくりの鱗片の並び図２．松ぼっくりの鱗片の並び

窮理の部屋
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図３．サボテンのトゲの列図３．サボテンのトゲの列

数列 前の数との比

１ －

１ １

２ ２

３ １.５

５ １.６６６６６６６６６６６６６…

８ １.６

１３ １.６２５

２１ １.６１５３８４６１５３８４６…

３４ １.６１９０４７６１９０４７６…

５５ １.６１７６４７０５８８２３５…

８９ １.６１８１８１８１８１８１８…

１４４ １.６１７９７７５２８０８９８…

２３３ １.６１８０５５５５５５５５５…

… …

４６３６８ １.６１８０３３９８８２０５３…

７５０２５ １.６１８０３３９８８９５７９…

１２１３９３ １.６１８０３３９８８６７０４…

１９６４１８ １.６１８０３３９８８７８０２…

表１．フィボナッチ数列の隣り合わせの数の比表１．フィボナッチ数列の隣り合わせの数の比

このように、時計回りと反時計回りの鱗片

の並びの列の数が、フィボナッチ数列の隣り

合わせの２つの数になっているというのです。

偶然…と思うかもしれませんが、他の松ぼ

っくりもだいたいこの数なのです。また、隣に

展示していたサボテンでも同じようにトゲがら

せん状に並んでいて、図３の赤い糸の向きで

数えたトゲの列の数と青い糸の向きで数えた

トゲの列の数もフィボナッチ数列の隣り合わ

せの２つの数になっています。サボテンを回

転させた動画をツイッターに上げていますの

で、何列並んでいるか数えてみてください。

（ｈｔｔｐｓ：／／ｔｗｉｔｔｅｒ.ｃｏｍ／ｇａｋｕｇｅｉ_ｏｓｍ／

ｓｔａｔｕｓ／１４９９３３８２６４６６６６０７６１８）

では、そのフィボナッチ数列の隣り

合わせの２つの数にはどのような関

係があるのでしょうか。表１は、フィボ

ナッチ数列のある数が、ひとつ前の

数の何倍になっているかの比を求め

たものです。すると、この比はだんだ

ん１.６１８０３３９８８７４９８…に近づい

ていっています。この数は…そう、黄

金比なのです。

ですから、図１の正方形を並べた

図も、どんどん正方形を増やしていく

と、どんどん図形は大きくなっていき

ますが、その外側の形は黄金比の長

方形に近づいていきます。

松ぼっくりやサボテン以外にも、ひ

まわりの種の並びでも、フィボナッチ

数列の隣り合わせの２つの数になっ

ているものが多いのです。他にもこの

ような並びになっているものがない

か、探してみてはいかがでしょうか。

長谷川 能三（科学館学芸員）

Ｙ．ＨＡＳＥＧＡＷＡ
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サイエンスフェスタ

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

８月は科学館での集まりはお休み

ですが、サイエンス・フェスタ（科学の

祭典）と呼ばれる大きなイベントがあり

ます。楽しい実験がたくさん見れます

よ。最寄り駅は谷町線の阿倍野駅で

す。学校で開催されるので、上履きと

外靴を入れる袋を忘れず持って行き

ましょう。

おおくら ひろし（科学館学芸員）

このページはジュニア科学クラブ（小学校５・６年生を対象とした会員制）のページです。

ジュニア科学クラブ 8ジジュュニニアア科科学学ククララブブ 88

■８月のクラブ■

８月は、科学館でのクラブはお休みです
「科学の祭典」で、いろいろな理科の実験を体験しましょう。

◆日にち：８月２０日（土）、２１日（日）

◆時 間：１０時～１７時

◆会 場：大谷中学校・高等学校（大阪市阿倍野区）

◆参加は自由です（好きな日、好きな時間に行ってください）
※新型コロナウイルス感染症の発生状況によっては、Ｗｅｂ開催になる場合もあります。

※詳細や最新情報は、「青少年のための科学の祭典 大阪大会」の

ホームページ（ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ.ｐｅｓｊ‐ｂｋｋ.ｊｐ／ＯＳＦ／）をご覧ください。

８月のプログラム
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気象の科学展～天気予報ができるまで～

現在、展示場の４階で、お天気の企画展を開

催中です☀今回の企画展は、今年、２０２２年７

月１日に設立１４０周年をむかえる大阪管区気象

台とのコラボレーション企画展です！普段は展示

していない科学館で保有している資料はもちろ

ん、昔の観測記録や作業の様子、現在も行って

いる天気図解析の資料等、今回の企画展ならで

はの実物資料が盛りだくさん！さらに、実際に水を

循環させて内部の動きを見ることのできる雨量計

も、気象台さんからお借りして展示しています。ぜ

ひこの機会に、転倒ます型雨量計の“ししおどし”

のしくみ、シーソーのような動きをご覧ください。

まず、展示「ミニ露場」で実際の観測の様子を

イメージしていただき、様々な気象測器が並ぶ

「観測」コーナーへ。そして、天気予報は様々な

気象観測をもとに将来を予測します。「予報」コー

ナーでは、天気予報ができるまでの流れをご紹介

しています。「天気の原理」コーナーでは、夏休み

の自由研究ネタにもなりそうな天気の原理をご紹介。実は、天気には科学がいっぱい

です！そして、今年１４０周年をむかえる「大阪管区気象台」コーナー。ここでは、大

阪管区気象台の歴史や仕事についてご紹介しています。

いつも何気なく見ている天気予報。現在では、観測から予報までかなりの部分が

自動化されていますが、それでもやっぱり、人の手作業や判断は欠かせません。そし

て昔はもっと…。今回の企画展では、昔の観測方法なども含め、お天気や天気予報

を身近に、楽しく、より深く、様々な面からお楽しみいただければと思っています。そし

て、天気予報の結果だけではなく、「こんなふうに観測されてたのか」とか「天気って

面白いな」とか、少しでもお天気に興味をもっていただけるきっかけになれば嬉しいです。

西岡 里織（科学館学芸員）

「学芸員の展示場ガイド」では、サイエンスガイドの方といろんな展示を動画で
紹介しています。ホームページからアクセスできますので、ぜひご覧ください！

展示場へ行こう

転倒ます型雨量計のしくみがわか
ります！
転倒ます型雨量計のしくみがわか
ります！

入口では「はれるん」（気象庁マス
コットキャラクター）がおでむかえ♪
入口では「はれるん」（気象庁マス
コットキャラクター）がおでむかえ♪
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気象台の古い観測記録

図１ 地上気象観測原簿図１ 地上気象観測原簿

展示場４階で開催中の「気象の科学展」、残り１ヶ月ほどになりました。今回の企

画展では、気象台の書庫に保管されていた、大変貴重な資料も展示しています。こ

こではその中から、２つの資料について紹介いたします。

地上気象観測原簿

図１は、「気象原簿」と呼ばれるものです。

当時の観測記録をまとめた、最も基礎となる

資料になります。

今からちょうど１４０年前の明治１５年

（１８８２年）７月１日、大阪管区気象台の前

身である大阪測候所が設置され、翌年の１

月１日から正式に観測が開始されました。

今回展示している資料は、明治２１年

（１８８８年）～明治２３年（１８９０年）に かけ

て、大阪測候所（大阪府立大阪一等測候

所）にて観測された観測記録の原簿です。

気象原簿を見ると、その記録部分のタイトルは英語になっています。明治初期、お

雇い外国人の方々から、西洋の技術を導入したことが伺えます。

この原簿には、毎日の気圧・風向風速・温度・湿度・雨量のほか、雲量・天候など

が４時間ごとに記載されています。これらの観測項目は現在でも同じです。長期間の

観測の積み重ねが、天気予報のための大切な基礎データとなっているのです。

天気予報ではよく、「統計を取り始めて以来の～」などという言い方をします。しかし

考えてみれば、「奈良時代以来の最高気温」とか、「桶狭間の戦いの際に匹敵する

雨量」などと言ったりはしません。それはひとえに、比較できる方法で記録した観測記

録がないからです。現在と同じ方法で観測した記録が残っているのは、明治になって

からのことです。

地球科学においては、長期に亘って同じ観測を続けるということは、非常に大切な

ことです。しかし同じ測定を毎日繰り返すことの重要性はなかなか理解されにくいこと

でもあります。でも例えば、私たちの地球が温暖化しているのかどうか、これは長期間

の気温の測定結果をもとに、科学的に判断する必要があります。それはこうした地道

な観測記録によって支えられているのです。

企画展「気象の科学展」
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図２ レーダー観測スケッチシート図２ レーダー観測スケッチシート

レーダー観測スケッチシート

気象レーダーは、パラボラアンテナから電波を発射し、雨などによって反射された

電波を受信することにより、雨雲の位置を知る装置です。これから雨が降るかどう

か、スマホの雨雲レーダーのアプリを使えば、細かく知ることができます。今や、気象

レーダーの情報は、私たちの生活に欠かせません。

日本初の現業用気象レーダーは、１９５４年（昭和２９年）、大阪生野にあった大阪

管区気象台に設置されました。つまり大阪は、気象レーダーの実用機第１号が設置

された場所なのです。遠くから雨雲の位置を知ることができるレーダーの導入により、

天気予報は格段に進歩することになりました。

この最初のレーダーは平地に設置されたことから、観測範囲に制約がありました。

そこで１９６８年（昭和４３年）、生駒山系の南端にあたる、八尾市の高安山に第２号

機が設置されました。

図２は１９８２年（昭和５７年）８月９日の大

阪レーダーの観測記録です。かつて気象

レーダーの観測結果は、観測装置のブラウ

ン管の画面に、このような透明のスケッチ

シートをのせて写し取ることで記録していまし

た。観測は定時観測の場合３時間ごとに１

日８回行われ、作成したスケッチ図は、ファ

ックスを使って送信していました。

このスケッチ図にはいろいろな記号がメモ

されています。今や、気象台の職員の方でも、この意味が分からなくなってきていま

す。今回、ベテランの職員の方や、ＯＢの方からの情報で、シートに書かれた意味が

・青、黄、赤で示した領域はエコー域であり、色はエコーの強さを示している

・アルファベットでエコー強度、数字はアンテナ仰角と雲頂高度を示している

などということを教えていただきました。

この後、気象レーダーは１９８５年（昭和６０年）にデジタル化装置が付加されまし

た。この結果、レーダー観測はコンピュータ処理が可能となり、さらに迅速に観測デー

タの解析がされるようになったのです。

今回の企画展で展示している資料からは、現在の天気予報にたどり着くまでに、長

い年月の積み重ねがあったことを知ることができます。ぜひ、会場にお運びいただき、

普段何気なく見ている天気予報の背後にある、さまざまな科学や観測技術、そして

天気予報を支える人たちに関心をもっていただければ幸いです。

江越 航（科学館学芸員）

Ｗ．ＥＧＯＳＨＩ
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太陽系の準惑星にちなんで名づけられた元素の
名前はなんでしょう？

―天体と元素の物語（３）－

京都薬科大学 名誉教授 桜井 弘

１．バストネスの重い石

１７５１年、スウェーデンの化学者・鉱物

学者のアクセル・フレドリク・クルーンステッ

ト（１７２２‐１７６５）は、バストネス鉱山で銅

とビスマスの鉱石の中から見つかった不思

議な鉱物を紹介しました。重くて大きいの

で「バストネスの重い石」とよびました。バス

トネス鉱山を所有する裕福な家に生まれ

たウィルヘルム・ヒージンガー（１７７６‐

１８５３）（若いころは、ヒージング）（図１）は

この鉱石に興味を持ち、それまでにバリウ

ム、塩素、マンガン、モリブデンとタングス

テンを発見していた化学者・薬学者の

カール・ヴィルヘルム・シェーレ（１７４２‐

１７８６）に分析を依頼しましたが、よくわか

りませんでした。そこで彼は、カロリンスカ医

学研究所のイェンス・ヤコブ・ベルセリウス

（１７７９‐１８４８）（図２）とともに研究し、

１８０３年に未知の酸化物を発見しまし

た。彼らは、これを２年前に発見された小

惑星（現在は準惑星）ケレス（またはセレ

ス、Ｃｅｒｅｓ、図３）を記念して「セリウム」と

名づけました。小惑星から名づけられた最

初の元素名となりました。同時に、「バスト

ネスの重い石」も「セライト（ｃｅｒｉｔｅ）」とよ

ぶようにしました。

ところが、同じ年の１８０３年に、ドイツの

化学者マルティン・ハインリヒ・クラプロート

（１７４３‐１９１７）も同じ鉱山から得られた

図１．ウィルヘルム・ヒージンガー
ｈｔｔｐｓ：／／ｅｎ.ｗｉｋｉｐｅｄｉａ.ｏｒｇ／ｗｉｋｉ／Ｗｉｌ
ｈｅｌｍ_Ｈｉｓｉｎｇｅｒ

図２．イェンス・ヤコブ・ベルセリウス
（元素記号をアルファベットで表わす方法
を提案．セリウム、セレン、トリウムを発見）
ｈｔｔｐｓ：／／ｅｎ.ｗｉｋｉｐｅｄｉａ.ｏｒｇ／ｗｉｋｉ／Ｊöｎｓ_
Ｊａｃｏｂ_Ｂｅｒｚｅｌｉｕｓ

天体と元素の物語
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鉱石から新元素を発見し、別の名前

をつけました。元素の名前のつけ方

の事情については、ベルセリウスが残

した記述が興味深いので引用しま

す。

「この鉱物（バストネスの重い石）は

１８０３年まで忘れ去られていたが、

この年にＭ.Ｈ.クラプロート、およびＷ.

ヒージンガーと私が同時にそれをしら

べた。われわれは新物質を発見し、

クラプロートはそれを黄土（ｔｅｒｒｅ

ｏｃｈｒｉｔｅ）と呼んだ。ヒージンガーと私

はそれを酸化第一セリウム（ｃｅｒｏｕｓ

ｏｘｉｄｅ）と名づけた。なぜなら、より高

次の酸化物が存在し、その二つの酸

化物は異なった色と性質を持つ塩を

つくるからである。セリウム（ｃｅｒｉｕｍ）

という名の根拠はケレスの名からとっ

た。クラプロートはそれをセレリウム

（ｃｅｒｅｒｉｕｍ）と変えたが、こちらの名

称はまもなく棄てられた。鉱物はおも

にケイ酸第一セリウムからなるので、

セライトという名称がつけられている。

セリウムはのちに他の場所から採れる

鉱物からも発見された。たとえば、ガ

ドリン石、褐簾石、アラナイト、イットロ

セライト、フッ化セリウムなどである。」

この元素の命名をめぐっては、国

を超えた権利の争いとしてよく知られ

るようになりました。なお、ベルセリウ

スとヒージンガーの分析の目的は、イ

ットリアを探すことであったらしいので

す。彼らはイットリアを発見できませんでしたが、そのかわりセリウムを発見できたので

す。今でいうセレンディピティと言えるでしょう。

ｈｔｔｐｓ：／／ｅｎ.ｗｉｋｉｐｅｄｉａ.ｏｒｇ／ｗｉｋｉ／Ａｓｔｅｒｏｉｄ_ｂｅｌｔ

Ｉｍａｇｅ Ｃｒｅｄｉｔ ： ＮＡＳＡ／ＪＰＬ‐Ｃａｌｔｅｃｈ／
ＵＣＬＡ／ＭＰＳ／ＤＬＲ／ＩＤＡ
図３．太陽系の火星と木星の軌道の間にある小
惑星帯（上）とその一員のケレス（下）

ＨＩＲＯＭＵ ＳＡＫＵＲＡＩ
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図４．ジュゼッペ・ピアッツィ
ｈｔｔｐｓ：／／ｅｎ.ｗｉｋｉｐｅｄｉａ.ｏｒｇ／ｗｉｋｉ／
Ｇｉｕｓｅｐｐｅ_Ｐｉａｚｚｉ

２．発見から単離まで１００年以上を要した元素

その後、この酸化物から純粋な金属セリウムを単離しようと多くの研究者が取り組

みましたが、なかなかうまくいきませんでした。１８７５年になり、アメリカの化学者ウィ

ヘルム・フランシス・ヒルデブラント（１８５３‐１９２５）とトーマス・ヘルベルト・ノートン

（１８５１‐１９４１）が、溶融した塩化第一セリウムを電気分解して金属の塊を得ました

が、それもまだ不純物を含んでいました。さらに１９１１年になり、アメリカの化学者・発

明家のアルカル・ヒルシュ（１８８５‐１９３８）がアマルガムを用いて純粋な金属を得る

ことに成功しました。最初のセリウム酸化物の発見から１００年以上もの歳月が流れ

ていました。数えきれないほどの多くの研究者の長い間の努力で純粋な元素の単体

が得られたのです。

原子番号５２のセリウム（Ｃｅ）は現在では、第３族、第６周期に属する１５元素から

なるランタノイド元素の２番目の元素に分類されています。酸化物が研磨剤として用

いられるほか、ガラス添加剤、製鋼原料、化学反応の触媒としても使用され、現代の

生活に欠かせない重要な役割を果たしています。

３．初めて発見された太陽系の小惑星

イタリアのシシリー島の天文学者、数学

者そして神学者であったジュゼッペ・ピアッ

ツィ（１７４６‐１８２６）（図４）は、自らがつく

ったパレルモ天文台で、１８０１年１月１日

に恒星とは異なった動きをする天体を観

測しました。「わずかに光り、木星の色をし

て、８等星くらい」と書きました。はじめは彗

星ではないかと考えましたが、観測を重ね

るうちに、その天体は太陽の光の中に消え

てしまいました。そこで、太陽系の新天体

ではないかと考えて、当時知られていたテ

ィティウス・ボーデの法則（太陽系の惑星

の太陽からの距離は簡単な数列で表せる

という法則）を使って１月２４日に新天体の

報告をしました。新星の正確な軌道は、それ

まで知られている方法では計算できませんでしたが、ドイツの数学者のカール・フリー

ドリヒ・ガウス（１７７７‐１８５５）が新天体の新しい計算法を提案したところ、その年の

１２月７日に予測通りの位置にその天体が現れました。当時、科学雑誌「Ｍｏｎａｔｌｉｃｈｅ

Ｃｏｒｒｅｓｐｏｎｄｅｎｚ」の編集長をしていたドイツの天文学者フランツ・フォン・ツァハ

（１７５４‐１８３２）とヴィルヘルム・オルバース（１７５８‐１８４０）が、予測された位置の

天体と元素の物語
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近くで新天体を再発見することに成功したのです。このため、ガウスは天文学の分野

でも名声を得ることとなっただけでなく、ピアッツィの予測が正しく、新星は彗星でなく

小惑星であることを証明することになりました。

ピアッツィは、新星の名前をローマ神話の農業の女神ケレスとナポリ王の名前から

ケレス・フェルディナンディアを名づけましたが、国王の名前は政治的理由から省か

れて「ケレス」とよばれるようになりました。

ケレスは最初に発見された、小惑星帯の中で最大級の小惑星であり、２００６年か

らは準惑星に分類されています。

［文献］

１） ウィークス／レスター著、大沼正則監訳：『元素発見の歴史２』、朝倉書店、

１９８８年．

２） Ｄ.Ｎ.トリフォノフ・Ｖ.Ｄ.トリフォノフ著、阪上正信、日吉芳朗訳：『化学元素 発見の

みち』、内田老鶴圃、１９９４年．

３） 桜井 弘編：『元素１１８の新知識』、講談社ブルーバックス、２０１７年．

４） ヒュー・オールダンシー・ウィリアムズ著、安部恵子・鍛原多惠子・田淵健太・松井

信彦訳：『元素をめぐる美と驚き 周期表に秘められた物語』、早川書房、２０１２年．

桜井 弘

お詫びと訂正
２０２２年５月号（Ｐ.２０）、および７月号（Ｐ.１８）の参考文献の項目に、以下の誤りがござ

いました。謹んでお詫び申し上げ、以下の通り訂正いたします。

（誤）坂上正信 → （正）阪上正信

ＨＩＲＯＭＵ ＳＡＫＵＲＡＩ
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科学館行事予定９月末までの

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、開館状況、プラネタリウムの定員、サイエンスシ
ョーや行事開催などに変更がある場合がございます。
最新の情報は、科学館公式ホームページ（ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ.ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｊｐ/）をご覧ください。

開館・行事開催などについて

おうちで科学とものづくり！オンライン教室⑤

（ホームページで申込・９／３締切）
日２５

企画展「鉱物の魅力」（～１１／２７）木１５

特別天体観望会「中秋の名月と土星を見よう」（８／３１必着）土１０
９

中之島科学研究所コロキウム木８

楽しいお天気講座「いろんな雲を観察しよう」（８／２４必着）土３

サイエンスショー「なが～い分子！ポリマーであそぼう」（～１１／２７）

プラネタリウム「星の誕生」（～１１／２７）火３０

プラネタリウム「宇宙美術館２０２２」（～１１／２７）

おうちで科学とものづくり！オンライン教室④（申込終了）日２８

日２１

第３１回青少年のための科学の祭典 大阪大会 ２０２２サイエンス・フ

ェスタ（大谷中学校・高等学校（阿倍野区）にて）

土２０

８

企画展「大阪管区気象台１４０周年記念 気象の科学展 ～天気予

報ができるまで～」（～９／４）

サイエンスショー「花火の化学」（～８／２８）

プラネタリウム「学芸員スペシャル」（土日祝休日）開催中

プラネタリウム「ファミリータイム」

プラネタリウム「星の降る夜に ～流星群の正体に迫る～」（～８／２８）

プラネタリウム「天の川クルーズ」（～８／２８）
行 事曜日月

※エキストラ実験ショーは、しばらくの間、休止の予定です。
※新型コロナウイルス感染症の防止対策のため、サイエンスショーの観覧人数を制限しております。
先着順のため、満席の場合にはご覧いただけませんので、予めご了承ください。

所要時間：各約３０分間、会場：展示場３階サイエンスショーコーナー

－○－－８／３０以降の平日

○－○○
８／２６までの平日

および土・日・祝休日

１５：００１４：００１３：００１１：００

サイエンスショー 開演時刻（予定）

２２
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企画展「大阪管区気象台１４０周年記念 気象の科学展 ～天気予報ができるまで～」

毎日の生活におなじみの天気予報を発表しているのが気象台です。明治１５年（１８８２年）、

現在の大阪管区気象台の前身にあたる大阪測候所が設立され、本年７月１日に１４０周年

を迎えます。

天気予報は、いろいろな気象観測の結果をもとにして、将来を予測するものです。そのため

天気予報には、気象測器と呼ばれる観測装置が欠かせません。どのようにして気象観測が

行われているのでしょうか。様々な気象測器の変遷とともに、気象観測方法の原理と、天気

予報の中にある科学を紹介します。

■日時：６月２１日（火）～９月４日（日） ９：３０～１７：００ （展示場の入場は１６：３０まで）

■場所：展示場４階 ■定員：なし ■申込：不要 ■対象：どなたでも

■参加費：無料（展示場観覧料が必要です） ■参加方法：当日、直接会場へお越しください。

■主催：大阪管区気象台、大阪市立科学館

● 天の川：天の川クルーズ ● 星の降る夜：星の降る夜に ～流星群の正体に迫る～
● 宇宙美術館：宇宙美術館２０２２ ● 星の誕生：星の誕生
● 学芸員SP：学芸員スペシャル(★土日祝休日と８／１１～８／１５のみ)
● ファミリー：ファミリータイム(幼児とその保護者を対象にしたプラネタリウム・約３５分間)
● 学習投影：事前予約の学校団体専用(約５０分間)
☆プラネタリウム投影中、静かに観覧いただけない場合はプラネタリウムから退出していただきます。
観覧券の返金・交換はできませんのでご了承ください。

※スケジュールは変更する場合があります。最新の情報は科学館公式ホームページをご覧ください。

所要時間：各約４５分間、途中入退場不可

宇宙
美術館

星の
誕生

宇宙
美術館

星の
誕生

学習
投影

ファミリー
学習
投影

８／３０以降の
平 日

１６：００１５：００１４：００１３：００１１：５５１１：００９：５０

★

学芸員ＳＰ宇宙
美術館

星の
誕生

宇宙
美術館

ファミリー星の
誕生

宇宙
美術館

ファミリー９／３以降の
土日祝休日

天の川星の降る夜天の川星の降る夜天の川
８／２８まで

１７：００１６：００１５：００１４：００１３：００１２：００１１：００１０：１０

プラネタリウム 開演時刻

【プラネタリウム「学芸員スペシャル」】 土日祝休日と８／１１～８／１５ １７ : ００～

大阪市立科学館にはプラネタリウムを投影する天
文担当学芸員が７人います。同じ天文担当学芸員
といっても、専門分野は流星、太陽、恒星、銀河・宇
宙論、観測、歴史、気象など多岐にわたります。１７
時の追加投影は通常のプログラム内容ではなく、各
天文担当学芸員が、それぞれの個性・分野・時事に
応じた内容で投影解説します。学芸員の「おまかせ」
投影をお楽しみください。担当学芸員・テーマは、科
学館公式ホームページをご覧ください。

２３
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楽しいお天気講座「いろんな雲を観察しよう」

空に浮かぶ雲にはどんな種類があるのでしょうか？

雲のパネルを作って、いろいろな雲を学びましょう。

実際に外に出て、雲を観察してみましょう。気象予

報士がお話しします。

■日時：９月３日（土） １３：３０～１５：３０

■場所：工作室 ■参加費：５００円（１組につき）

■対象：小学３年生～中学３年生と保護者の２名

ペア（３年生以上の小学生と中学生のペアでも可）

※ペアの２人１組で実験を行います。雲のパネル

工作は１組につき１つです。

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、講座中の講師のサポートを控えさせていた

だく場合があります。

■申込締切：８月２４日（水）必着

■定員：９組（応募多数の場合は抽選）※会場にお入りいただけるのは、参加される２名のみ。

■申込方法：往復ハガキに、住所・氏名・年齢（学年）・電話番号、一緒に参加希望の方の

氏名と年齢（学年）を記入して、大阪市立科学館「いろんな雲を観察しよう」係へ

■主催：一般社団法人 日本気象予報士会関西支部、大阪市立科学館

特別天体観望会「中秋の名月と土星を見よう」

月にはウサギが住んでいてお餅をついている、という

昔話があります。月の模様がお餅をつくウサギの姿に

見えることからこのようなお話ができたようです。

また、土星は望遠鏡で環を観察することができます。

※天候不良時は、学芸員による月や土星に関する

お話になります。

■日時：９月１０日（土） １９：３０～２１：００

■場所：屋上他 ■対象：小学１年生以上★

■定員：４８名（応募多数の場合は抽選）

■参加費：無料 ■申込締切：８月３１日（水）必着

■申込方法：往復ハガキに、住所・氏名・年齢（学年）・電話番号、一緒に参加希望の方の

氏名と年齢（学年）を記入して、大阪市立科学館「特別天体観望会９月１０日」係へ

★小学生の方は、必ず保護者の方と一緒にお申し込みください。

※新型コロナウイルス感染症の状況によっては定員を縮小または中止する場合があります。

★友の会の会員は、友の会事務局への電話で応募できます（抽選は行います）。

申し込みの往復ハガキは、１イベントにつき１通のみ有効です。

２４
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中之島科学研究所 第１３１回コロキウム

中之島科学研究所の研究員による科学の話題を提供するコロキウムを開催します。
■日時：９月８日（木） １５：００～１６：４５ ■場所：多目的室 ■申込：不要 ■参加費：無料
■テーマ：人間日時計と小原銀之助さん
■講演者：宮島 一彦（研究員）
■概要：人間日時計は、月日によって指定された位置に立ち、自分の影法師と、地面に描

かれた時刻目盛り入り楕円との交点から時刻を読み取るものです。人間日時計と、日時
計のシンプルな美に魅せられた小原さんのお話です。

企画展「鉱物の魅力」

２０２２年は世界鉱物年です。「鉱物学の父」とも呼ばれる、フランスの科学者ルネ＝ジュス
ト・アユイの没後２００年を記念しています。
この企画展では、美しく、形のはっきりとした様々な鉱物標本を展示します。アユイが発見し
た鉱物・結晶の性質について、標本の観察を通して気づくことができるでしょう。そして、様々
な鉱物が持つ個性や魅力を楽しんでください。
■日時：９月１５日（木）～１１月２７日（日） ９：３０～１７：００（展示場の入場は１６：３０まで）
■場所：展示場４階 ■定員：なし ■申込：不要 ■対象：どなたでも
■参加費：無料（展示場観覧料が必要です） ■参加方法：当日、直接会場へお越しください。

大阪市立科学館 ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ.ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｊｐ／
電 話：０６‐６４４４‐５６５６ （９：００～１７：３０）

休館日：毎週月曜日（祝日の場合は翌平日） ※８／１５は開館

開館時間：９：３０～１７：００ （プラネタリウム最終投影は１６：００から）

所在地：〒５３０‐０００５ 大阪市北区中之島４‐２‐１

■編集後記■

今年は例年にない早い梅雨明け発表となりました。まだ６月なのに猛暑となっており、今から
夏の暑さが思いやられます。お天気に興味を持たれた方、９／４まで開催中の「気象の科学
展」もご覧いただければと思います。（江越）
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友の会 行事予定

友の会サークルは、会員が自主的に学習し合う集まりです。
科学館内が会場のサークルは、参加申込は不要です。記載の日時に会場にお越しのう
え、世話人に見学の旨お伝えください。テキスト代など実費が必要なものもあります。初めて
参加される場合は、まずは見学をおすすめします。

月 日 曜 時間 例会・サークル・行事 場所

１３ 土 １１：００～１６：３０ りろん物理 多目的室

１４ 日 １６：００～１７：００ 光のふしぎ Ｚｏｏｍ

２０ 土
１２：１０～１３：４５ 英語の本の読書会 工作室＋Ｚｏｏｍ

８
１４：００～１６：００ 友の会例会 多目的室＋Ｚｏｏｍ

２１ 日 １４：００～１６：００ りろん物理（場の理論） 工作室

２７ 土
１４：００～１６：００ うちゅう☆彡むちゅう 工作室＋Ｚｏｏｍ

１９：００～２２：００ 星楽（せいら） ７月号参照

２８ 日 １０：００～１２：００ 天文学習 工作室＋Ｚｏｏｍ

１０ 土 １１：００～１６：３０ りろん物理 多目的室

１１ 日
１４：００～１５：３０ 化学 多目的室

１６：００～１７：００ 光のふしぎ Ｚｏｏｍ

１７ 土
１２：１０～１３：４５ 英語の本の読書会 工作室＋Ｚｏｏｍ

９
１４：００～１６：００ 友の会例会 多目的室＋Ｚｏｏｍ

１８ 日 １４：００～１６：００ りろん物理（場の理論） 工作室

２４ 土
１４：００～１６：００ うちゅう☆彡むちゅう 工作室＋Ｚｏｏｍ

１８：３０～ 星楽（せいら） 次ページ記事参照

２５ 日
１０：００～１２：００ 天文学習 工作室＋Ｚｏｏｍ

１４：００～１６：３０ 科学実験 工作室

新型コロナウイルス感染症の状況により、急な予定変更の可能性があります。
最新情報は、科学館ホームページ・友の会会員専用ページでご確認ください。

８月の化学サークル、科学実験サークルはお休みです。今年度の友の会合宿天体
観測会は開催を見送ります。

８月の例会のご案内（要事前申込）

友の会の例会では、学芸員による「今月のお話」の他、会員同士での科学に関する話題
の発表があり、科学の話題に触れて会員同士の交流を深めるチャンスです。Ｚｏｏｍを利用し
たオンライン参加のほか、科学館多目的室での参加も可能です。
また、例会終了後の１９時から、会員同士でおしゃべりができる交流会もＺｏｏｍで開催しま

す。どうぞご参加ください。
■日時：８月２０日（土）１４：００～１６：００ ■会場：Ｚｏｏｍ、科学館多目的室
■今月のお話：「音色もおもろいね」上羽学芸員
同じ「ラ」の音でも、ギターとピアノを聞きわけられるのはなぜ？「あいうえお」と声に出したと

き、それぞれの音は何がちがうのでしょう？キーワードは「音色」。簡単にできる手作り楽器や
風変わりな楽器から生み出される意外な音を楽しみながら、音色の科学をご紹介します。

友の会
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大阪市立科学館 友の会事務局

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｋｉｔａ.ｏｓａｋａ.ｊｐ／～ｔｏｍｏｎｏｋａｉ／

電 話：０６‐６４４４‐５１８４ （開館日の９：３０～１７：００）

メール：ｔｏｍｏ＠ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｊｐ

郵便振替：００９５０‐３‐３１６０８２ 加入者名：大阪市立科学館友の会

■友の会例会の参加申し込みについて

友の会の例会に科学館多目的室の会場での参加を希望される

方は、申し込み用のＧｏｏｇｌｅフォームを設定しています（Ｚｏｏｍの

接続先情報の申込フォームとは別です）。ｈｔｔｐｓ：／／ｆｏｒｍｓ.ｇｌｅ／

Ｖ８ｙｂｏｒｄ９ＥＪ５ｖＮ６ＲＬ９ からお申し込みください。（右の２次元

コードからアクセスできます。）

■友の会行事のＺｏｏｍ接続先情報について

友の会の例会、交流会、うちゅう☆彡むちゅうサークル、天文学習サークルのＺｏｏｍ接続先

情報は、友の会会員専用ページに接続先情報を取得するフォームへのリンクを掲載していま

す。ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｊｐやｇｍａｉｌ.ｃｏｍからの電子メールを受け取れるように設定をして、フォーム

からお申し込みください。光のふしぎサークルへ参加希望の方は、友の会事務局まで電子メー

ルでお問い合わせください。

友の会入会は随時受け付けています。年会費３０００円、入会資格は中学生以上です。
詳しくは科学館ホームページ、友の会ホームページをご覧ください。

サークル星楽（せいら）

サークル星楽は、電車で奈良県宇陀市まで向かい、日帰りで天体観望を行います。

■日時：９月２４日（土） １８：３０～２２：００ ■集合：近鉄三本松駅前

■申込：サークル星楽のホームページ ｈｔｔｐｓ：／／ｃｉｒｃｌｅｓｅｉｒａ．ｗｅｂ．ｆｃ２．ｃｏｍ／ （推奨）

または、世話人さんへ電子メール（ｃｉｒｃｌｅ_ｓｅｉｒａ＠ｙａｈｏｏ.ｃｏ.ｊｐ）にて。

■申し込み開始：８月２４日（水） ■申込締切：９月１４日（水）

■備考：大阪コロナシグナルが緑色の場合のみ開催します。詳しくは、サークル星楽ホーム

ページをご覧ください。参加費は不要（無料）です。

友の会例会報告

７月の例会は１６日に開催いたしました。メインのお話は

江越学芸員による「気象の科学展紹介」でした。

休憩を挟んだ後、乾さん（Ｎｏ.４１５１）から「円周率の計

算について」のお話と飯山学芸員から「火星食について」

のお話がありました。その後、会務報告として、合宿天体

観測会の開催見送りについてと、化学サークルの９月か

らの再開についてのお知らせがありました。参加者は４１

名でした。

友の会
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ＮＥＣ ＰＣ-６００１

科学館の

コレクション 資料登録番号

１９９９‐４７
１１４

パーソナルコンピュータ、いわゆるパ

ソコンは１９７０年代後半から続々と各

メーカーから発売されました。当時８ビッ

ト・マイクロプロセッサ（※１）を搭載したパソ

コンが数多く発売され、中でもＮＥＣの

「ＰＣ-８００１」、シャープの「ＭＺ-８０Ｋ」、

富士通の「ＦＭ-８」が人気を博し、のち

に「８ビット御三家」と呼ばれるようになり

ました。（※２）

このＮＥＣ ＰＣ-６００１も、８ビット・マイ

クロプロセッサを搭載したパソコンで、ＮＥ

Ｃから１９８１年に発売されました。ＰＣ-

８００１が実務用（ビジネス向け）に作ら

れた製品であるのに対し、こちらは家庭

用のホビーマシンとして販売され、価格

も約９万円と当時のパソコンとしては安

価な機種でした。パピコンの愛称で親しまれ、おもにゲームや教育目的で活用されま

した。

しかしこのホビーマシンの時代は、それほど長く続きませんでした。１９８３年には任

天堂から「ファミリーコンピュータ」が発売され、空前のファミコンブームが始まり、また

８０年代後半には１６ビットパソコンが普及し、ファミコンでは物足りない人たちが、より

深いストーリーや美しいＣＧを実現するハイスペックのパソコンでゲームをするようにな

っていきました。こうして、ファミコンブームとパソコンゲームの二極化が進み、結局安

価な８ビットのホビーマシンは、徐々に姿を消していくことになったのです。

当館で所蔵しているＰＣ-６００１ですが、実は５年ほど前に動かしたことがあります。

その時は展示場でＢＡＳＩＣプログラムを走らせる実演会を行いました。今でも動くと思

いますので（きっと…）、コロナが落ち着いたら、また実演したいと思います。

（※１）現在のパソコンの主流は、６４ビットパソコンです。

（※２）展示場１階「いろいろなパソコン」では、当館で所蔵する歴代のパソコンを展示し

ています。ＰＣ-８００１も展示していますので、合わせてご覧ください。

西野 藍子（科学館学芸員）

発売年 １９８１年
メーカー ＮＥＣ
ＣＰＵ μＰＤ７８０Ｃ-１

（４ＭＨｚ：Ｚ８０Ａ互換）
メモリ １６ＫＢ（最大３２ＫＢ）
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大阪市立科学館では、化学・物理・天文学・科学技術に関連した資料を収集しています


